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果実缶詰の主要品目である「みかん」「パインアップル」
「桃」「さくらんぼ」「みつ豆・混合フルーツ」の5品目
にスポットを当てて，その歴史や今日までの供給・市場動
向について解説する．95年に国産12.6万トン（529億円），
輸入33.7万トン（348億円），計46.3万トン（874億円）と史
上最多の国内供給を記録した果実缶詰は，13年には国産5.4
万トン（235億円），輸入26.3万トン（452億円）で総供給量が
31.2万トン（682億円）に減少している．本稿では，「みか
ん」「パインアップル」について解説し，次号で「桃」「さく
らんぼ」「みつ豆・混合フルーツ」について述べる．

昭和27年の会社設立当初から現在に至るまで，缶詰事業
の屋台骨であるマッシュルーム缶詰では国産原料へのこだ
わりも引き継がれている．果実，野菜等の農産物の缶詰，
びん詰を主体に4工場で生産に取組むとともに，レトルト
食品分野の開発を進め自社の守備範囲を広げる．OEM供
給主体ながら，香川県産原料を使用した自社ブランドの缶
詰等で地域との繋がりを重視するとともに，これまでどお
り正直なものづくりを継続していく．

―輸入依存度，数量で84％，金額で68％―

容器詰食品のクレーム，事故を考察する（全11回）
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食品・流通

平成26年産くり缶詰・びん詰生産調査結果





（2015年３月）

缶詰見聞・体感録　第54号

変わること，変わらぬこと
黒川勇人
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